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   A case of  sclerosing lymphangitis of the penis was presented. A. S. aged 60, was 
admitted to the hospital on Oct. 8, 1964. 
   The lesions were found to be hard and tortuous dilatation of the lymphatic vessels and 




性と深在性,単 純性(浸 出性)と 化膿性等の区
別がある.発生要因については,創 傷の感染又
は化膿巣が出発点 となり,通常,連 鎖球菌が原




張し,内 皮は腫張 し,凝 固 じた リンパ,白 血
球,脱 落 した内皮細胞が存在 し,屡 々これらが
菌と共に弁の付近にThrombusを形成する。
又管囲の浮腫 と浸潤 も見 られ る.慢性化すると
リンパ管壁の肥厚,リ ンパ管の狭窄,流 通 障
害,慢性 リンパ浮腫,線 維増殖等がおこるが,
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を主 した血栓 と思われ る部分が存在 し,器質化
の傾向を示していることより慢性 リソパ管炎に
一応相当するものと思われ るが,こ のものの一
般的な臨床像は感染巣があり,その付 近 に 充
血,腫 張,疹 痛,硬 結があらわれ,つ いで毛細
リソパ管の流域に慢性に網状の充血や浮腫があ
らわれ,慢 性に移行することが多い よ うで あ




















が,ほ とんど先天性のものであると され て い
る.そ の他硬化性静脈炎,血 栓静脈炎及び拡張
性 リンパ管炎等が挙 げられるが,こ れ らの鑑別
は臨床所見及び組織学的所見より容易である.
原因は前に記 した如 く種 々考えられるが,本 症
は恐 らく慢性刺戟はよつて局所 リンパ管のみが
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